
私立 日本ウェルネススポーツ大学 スポ－ツプロモーション学部     茨城県北相馬郡利根町 学校法人 　スポーツプロモーション学部

　スポ－ツプロモーション学科 75 　タイケン学園 　　スポーツプロモーション学科（通信教育課程）[定員減] (△ 80)

 　(3年次編入学定員） 5 　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 55)

〃 目白大学 メディア学部 東京都新宿区 学校法人 　社会学部

　メディア学科 140 　目白学園 　　メディア表現学科（廃止） (△ 120)

　　（３年次編入学定員) (△ 5)

※平成３０年４月学生募集停止

・評議員の構成が法人職員やグループ法人職員に偏っている
ことから、私立学校法の趣旨を踏まえ、その構成について計
画通り見直すこと。

・学生生徒等納付金に対する経常的経費支出の割合が同系統
の大学等を設置する学校法人に比べて低いことから、同納付
金の学生への還元に取り組むこと。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定員未
充足の改善に取り組むこと。
　（目白大学 外国語学部中国語学科）

・本学から示されたメディア学を学ぶための基盤となる社会
学に関する知識を十分に修得できるよう、新たに科目（社会
学理論、社会学史等）を配置することや関連科目の授業内容
を改めることにより、教育課程を充実させること。

・「情報ネットワーク論」について、基礎的な理論を学修す
る講義科目として、十分な教育を確実に行うこと。

・「メディア実践演習３、４」については、４年次前期の前
半及び後半で、それぞれ集中的に学修するとあることから、
学生が学習目標や授業計画を正しく理解した上で履修できる
よう、シラバスを充実させること。

１　学部を設置するもの　　　６校

平成３０年度開設予定学部一覧

平成２９年１１月

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 留 意 事 項

・養成しようとする人材像やカリキュラム・ポリシーを踏ま
えると、スポーツプロモーションやスポーツコーディネー
ションについて、コース・分野横断で総括的に学修するため
の必修科目を４年次にも開講すること。また、全ての学生
が、スポーツの現場において経験を積むことが大切であるた
め、「スポーツプロモーション論実習」を必修科目とするな
ど、教育の更なる質の向上を図ること。

・スポーツコーディネーターとして活躍するためには、アシ
スタントマネジャー等の資格取得が重要と思われるため、学
生に対するきめ細やかな履修指導を行い、資格取得を積極的
に働きかけること。

・図書については、通学課程にふさわしい図書館機能を確
保・維持することができるように、予定されている大幅な蔵
書の入替えや新規図書の購入などの設置計画を着実に履行す
ること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専任教
員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を踏まえた適切
な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来構想について
着実に実施すること。

(人)

備 考
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区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 留 意 事 項

(人)

備 考

私立 京都外国語大学 国際貢献学部　 京都府京都市 学校法人 　外国語学部

　グローバルスタディーズ学科 100 　京都外国語大学 　　英米語学科[定員減] (△ 5)

 　(3年次編入学定員） 10 　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 10)

　グローバル観光学科 120 　　スペイン語学科[定員減] (△ 4)

 　(3年次編入学定員） 20 　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 3)

　　フランス語学科[定員減] (△ 10)

　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 3)

　　ドイツ語学科[定員減] (△ 10)

　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 3)

　　ブラジルポルトガル語学科[定員減] (△ 10)

　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 3)

　　中国語学科[定員減] (△ 4)

　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 7)

　　日本語学科[定員減] (△ 10)

　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 3)

　　イタリア語学科[定員減] (△ 10)

　　　（３年次編入学定員）[定員減] (△ 3)

　　国際教養学科（廃止） (△ 60)

　　（３年次編入学定員) (△ 4)

※平成３０年４月学生募集停止

（３年次編入学定員は平成３２年４月学生募集停止）

〃 甲南女子大学 医療栄養学部 兵庫県神戸市 学校法人

　医療栄養学科 80 　甲南女子学園

・事業活動支出に対する教育研究経費の割合が同系統の大学
等を設置する学校法人に比べ低く、また、近年この割合が低
下傾向にあることから、教育研究条件の充実向上に取り組む
こと。

・「観光人類学」については担当教員が非常勤講師となって
いるが、当該科目はグローバル観光学科の教育課程の基礎的
科目として位置付けられていることから、将来的には専任教
員が当該科目を担当できるよう努めること。（グローバル観
光学科）

・「開発経済学」、「公共経済学」及び「環境計画論」につ
いて、シラバスに記載されている学修内容や参考図書等に鑑
みると経済学の基礎を学ぶという科目の目的に比べ、やや発
展的な内容を取り扱うものと思われる。入学試験において数
学が必須ではなく、また教育課程上数学が必修となっていな
いことも踏まえ、経済学初修者向けの学修となるよう配慮す
ること。（グローバル観光学科）

・「Econometrics」、「Economics of Development」及び
「Public Economics」について、シラバスに記載されている
学修内容や参考図書等に鑑みると経済学の基礎を学ぶという
科目の目的に比べ、やや発展的な内容を取り扱うものと思わ
れる。入学試験において数学が必須ではなく、また教育課程
上数学が必修となっていないことも踏まえ、経済学初修者向
けの学修となるよう配慮すること。（グローバルスタディー
ズ学科）

・「Community Engagement」のうちインターン型の各科目の
説明において、専門科目やコア科目との関連性についての説
明が十分ではないため、講義科目等により修得した専門的知
識を活用するという視点を取り入れた学修であることが明確
になるよう、事前・事後学修において指導を行うなどの工夫
に努めること。

・「Global Engagement」について、グローバル観光学科とし
ての科目の体系性を担保するため、当該科目において国際的
な視野からの観光と地域開発に関する専門家を講師として招
聘（しょうへい）するなど、観光の観点からも学修できるよ
う、科目内容を充実すること。（グローバル観光学科）

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専任教
員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を踏まえた適切
な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来構想について
着実に実施すること。
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区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 留 意 事 項

(人)

備 考

私立 山陽学園大学 地域マネジメント学部 岡山県岡山市 学校法人 　総合人間学部

　地域マネジメント学科 60 　山陽学園 　　言語文化学科[定員減] (△ 30)

　　生活心理学科[定員減] (△ 30)

〃 岡山理科大学 獣医学部 愛媛県今治市 学校法人

　獣医学科 140 　加計学園

　獣医保健看護学科 60

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定員未
充足の改善に取り組むこと。
　（山陽学園短期大学　幼児教育学科）

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専任教
員数の割合が比較的高いことから、定年規程の趣旨を踏まえ
た適切な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来構想に
ついて着実に実施すること。

・「総合参加型臨床実習」については、外来患畜数を確実に
確保するとともに、病院で一度に実習する学生数を分散する
など時間割の組み方や１班当たりの学生数の工夫などによ
り、参加型としての実習効果を高められるように努めるこ
と。（獣医学科）

・「人獣共通感染症学実習」等の病原体を取り扱う実習につ
いては、実習内容に見合ったバイオセーフティーレベルの実
験室を使用するため、法令やガイドラインに基づき、学内規
程等を整備し、安全に配慮した適切な運用に努めること。
（獣医学科）

・「獣医画像診断学実習」については、対象動物をどのよう
に実習で活用するかをシラバスに反映すること。（獣医学
科）

・実験動物の管理について、換気や区画の用意など安全性の
確保は図られているが、管理方法の説明と図面との関係で整
合を図り、正確な内容を示すこと。（獣医学科）

・獣医学科では最も大規模の入学定員となるため、学生の教
育研究活動に支障を来さないように、定員の厳格な管理に努
めるとともに、実習における学生の実技経験の質的・量的充
実を図ること。（獣医学科）

・「地域実践」において、フィールドワークの手法や基礎を
学修した上で、「地域マネジメント実習」において、これら
の学修内容も踏まえた適切な実習が実施されるよう、内容の
充実に努めること。
また、「地域マネジメント実習」については、大学の教育理
念及び当該科目の目的について実習先と確実に共有し、実習
計画の策定や学生指導体制の構築を実習先との十分な連携の
もとで大学が主体的に行い、教育上の目的を達成できる適切
な内容の実習を実施するよう留意すること。特に「地域マネ
ジメント実習」は実習期間が長期にわたることから、「地域
実践」の学修を発展させる効果的な内容の実習にしなければ
単なる職場体験になることが危惧されるため、大学教育にふ
さわしい実習内容が担保されるよう十分な体制で実習を行う
こと。
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区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 留 意 事 項

(人)

備 考

（岡山理科大学）

（３年次編入学定員) 35 （３年次編入学定員) △ 99 （通信教育課程△55含む）
計 ６校 　６学部　８学科 775 　大　　　学 △ 383 （通信教育課程△80含む）

（注) 「備考」欄の（　)書きの数字は，今回の認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況を示す。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検討し、定員未
充足の改善に取り組むこと。
　（倉敷芸術科学大学　芸術学部デザイン芸術学科、千葉科
学大学　薬学部生命薬科学科、危機管理学部環境危機管理学
科、航空技術危機管理学科）

・認可後に補助金（今治市）が収納予定であることから、収
納後、速やかにその旨を報告すること。

認可申請に伴う，既設学部等の入学定員の変更状況
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